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HTML3.2準拠でスタイルシート対応のページ作成ソフト

WebAssistant/
EasyAuthor Ver.3
子機同士でも32Kbps通信ができるPIAFS対応TA

INSメイトW1セット
PIAFSとOCNに対応し、独自機能も充実したTA

Aterm IT65 DSU
色がキレイな3倍AFズーム搭載デジカメ

DS-30
色階調の美しさとワイドズームが魅力

DC210 Zoom
添付ファイルの圧縮機能を持つメールソフト

E-mily
豊富な画像テンプレートでイラスト付きのメールを作成

メールの王様
ソフトのバージョンをインターネットで自動更新

Oil Change
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スタイルシートで自由にレイアウト
HTMLを表示させて細かな編集ができる
テキストファイルをHTMLに一括変換

発売元 株式会社東芝

価格 16,800円

問い合わせ 03-3457-3300

対応機種 DX4（100MHz）以上のCPUを搭載

するウィンドウズ95/NTマシン。16M

バイト以上のメモリーと6Mバイト以

上のハードディスク空き容量が必要。

jhttp://www.toshiba.co.jp/about/press/1997_10/
pr_j0601.htm

CD-ROM B収録先

Trial→Win→Webassis

HTML3.2準拠でスタイルシート対応のページ作成ソフト

WebAssistant/
EasyAuthor V.3.0

「WebAssistant/EasyAuthor」は、ウィン

ドウズ95/NT向けのホームページ作成ソフトだ。

HTMLエディター「WebAssistant/Editor」、

テキストファイルからHTMLファイルに変換す

るユーティリティー「WebAssistnt/Auto

Tagger」、サーバー上のコンテンツを管理する

「WebAssistant/Manager」、画像ファイルを

閲覧する「WebAssistant/ImageViewer」か

らなるパッケージだ。

プラグインのデータもサポート
「WebAssistant/Editor」は、WYSIWYG

タイプのHTMLエディターで、文字サイズの変

更、文字揃えなどがワープロ感覚でホームペー

ジを作成でき、HTMLを表示させてのページ編

集もできる。リンクはキーワードをハイライト

し、リンクウィンドウで、他のページファイル

やアンカーを指定したり、URLを指定したりし

て設定する。サポートする画像ファイルの形式

は、GIF、JPEG、BMPだが、BMP形式はペ

ージに貼り付けると自動的にJPEGに変換され

る。Javaアプレットの埋め込み、Java Script

やVB Scriptを書き込むこともでき、Shoc

kwaveデータなどのプラグインデータをページ

に貼り付けることも可能だ。また、文字列のス

クロールといった機能もサポートされており、簡

単にページに取り入れられる。

試用レポート

hWISIWYG編集後に
HTMLの細かい設定ができる
スタイルシートに対応しているので、文字サイ

ズや色、フォント、位置などのレイアウトに関す

る情報をスタイルとして定義すれば、そ

の定義を一部のページもしくは全ページ

で使うことができる。スタイルシートのサ

ポートによって、ページレイアウトをこれ

まで以上に細かく設定できるようになる。

WYSIWYG画面のページを、HTML

表示画面からも編集できるので、HTML

の書き換えによる細かい設定ができる上

級者にも便利だ。編集したHTMLはす

ぐにWYSIWYG画面に反映されるので、

HTMLをいろいろと書き替えて試してみ

るのもいいだろう。

また、フレームもサポートしているので、縦横

に分割されたページの作成もできる。この機能

をサポートするHTMLエディターはいくつかあ

るが、本製品は作成したページを「標準編集モ

ード」と「フレーム対応モード」の2つのモー

ドで保存できるので、フレームを使ったページ

を作成しながら、フレーム未対応のブラウザー

に配慮したページの作成もできる。

「WebAssistant/AutoTagger」は、テキス

ト形式の文書ファイルを、キーワード（たとえ

ば「第1章」、「2-3-1」など）に基づいた変換

規則で、タグの埋め込まれたHTML形式のファ

イルに変換する。

画像ファイルを表示するユーティリティーが

「Webassistant/ImageViewer」で、GIF、

JPEG、BMPの各形式の画像ファイルを表示

し、ドラッグ＆ドロップ操作で貼り付けられる。

「WebAssistant/Manager」を使うとサーバ

ーのディレクトリー上にあるホームページのファ

イルをエクスプローラと同じように扱うことがで

きる。FTPによるアップロードとダウンロード

や、ファイルのコピーや削除なども、ドラッグ＆

ドロップでできる。

WYSIWYGで操作でき、HTMLの編集も反映される。

Check!

h既存文書データを
HTML化するのに便利
リンクの関連付けには、他のHTMLエディタ

ーに見られるアンカーアイコンのドラッグ＆ドロ

ップというビジュアル的な編集がサポートされて

おらず、アンカーを登録→キーワード選択→ア

ンカーをリストから選択といった方法になる。

少々面倒だが、アンカー名を意識的に付けるの

であとで分かりやすい。

「WebAssistant/ImageViewer」は単独で

使うことはない。「WebAssistant/Editor」で

ファイル形式の変換などに使われる機能を独立

させたものなのだろう。「WebAssistant/Auto

Tagger」を使ってテキストファイルをHTMLに

変換するためには、テキストファイルが章立て

で書かれていなくてはならない。変換後に画像

を貼ったり、リンクを設定したりする作業が必

要なので、HTML作成の前処理にいいだろう。

この機能は既存のファイルを大量にHTML化さ

せるのに使えるかもしれない。イントラネットな

どの社内ネットでのニーズはあるのではないだろ

うか。 （菊地宏明）

NewProductsReview
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NTTの「INSメイトW1セット」は、子機を

最大6台まで増設できるワイヤレスTA「INSメ

イトW1-C」と、子機となるワイアレスのデジ

タルコードレスホン「Piet S300 」、それに

32Kbps通 信 のための「 32K Piet DATA

CARD」の3点をまとめたセット。ホームユー

スから、LANを導入していない

スモールオフィスやホームオフ

ィスに便利なTAだ。

内線データ通信は
子機同士で
本体（INSメイトW1-C）

は、アナログポートとS/T端

子をそれぞれ1つずつ持つベ

ーシックなTAだ。DSUは内

蔵していないが、普通のTA

と同様にウィンドウズパソコン

とRS-232Cで接続してインターネット接続や

通信が利用できる。しかし何といってもINSメ

イトW1セットの特徴は、子機（Piet S300）

同士で32Kbpsのワイヤレスデータ通信ができ

ることにある。子機同士の通信は内線と同じこ

となので、通話料金はかからない。ただし、子

機と、本体に接続されたパソコンとではデータ

通信はできない。

RS-232Cでの接続は、非同期38.4Kbps

（V.110）と64KbpsのPPP接続（非同期／同

期変換）までの対応で、128Kbpsでの通信に

は対応していない。

やはり目を引くのは本体に付いたアンテナだ。

このアンテナで、子機を電話として使ったり

（内線も可能）、データ通信をしたりできるのだ。

最近のホームテレホンでもワイヤレス子機が複

数台使えるが、そのホームテレホンがISDNに

対応して、ワイヤレス子機で通信ができるよう

になったと思えば分かりやすいだろう。子機で

のインターネットへの接続は、PIAFSか、親機

のPIAFSから非同期38.4Kbpsへのプロトコル

変換機能を使って、これらのアクセスポイント

にアクセスすることになる。子機の登録は6台

までできるが、同時に通信できるのは2台まで

となる。子機からは同期64Kbpsが利用できな

いので注意が必要だ。

SOHOの環境で「ホームモバイル」用に
このようにユニークな機能を持ったワイヤレ

スTAだが、実際にはどんな使い方が考えられる

だろうか。まず最初に思い付くのは、やはりス

モールオフィスだ。たとえば、外出の多い数人

のスタッフがいる場合、それぞれが子機を持つ

ようにすれば、外ではPHSとして、社内では持

ち運べる電話の子機として使える。もちろん、

32Kbpsながらデータ通信も利用できる。

またホームユースでも、室内でPHSを子機と

して使えるINSメイトW1セットは便利だ。子

機の電波は100メートルくらいの範囲ならカバ

ーできるから、電話の配線工事が一切不要なホ

ームテレホンとしても便利。この環境を作って

しまえば、ケーブルに煩わされず家の中のどこ

からでもインターネットが利用できるようにな

り、32Kbpsながら「家の中でもモバイル」と

いう快適さが味わえる。

今のところ、データ通信が利用できる子機は

「Piet S300」だけだが、NTTによると、そのほ

かのPHS電話機も子機として登録できるように

する予定があるとのことだ。技術的には問題が

ないらしいので、これが実現すれば今使ってい

るPIAFS対応のPHSがそのまま使えるし、自

由にPHS電話機を選べるようにもなる。

PIAFS対応の専用子機で通信可能
屋外では子機をPHSとしても使える
子機同士でも32Kbpsワイヤレス通信

子機同士でも32Kbps通信ができるPIAFS対応TA

INSメイトW1セット
Check!

NewProductsReview

セットは本体とPHS子機とPCカードから
なる。本体底面は左からACアダプターポ
ート、アナログポート、S/T端子、ISDN
ボード。RS-232Cポートは側面に配置。

開発元 日本電信電話株式会社

価格 セット価格118,000円（単品価格

INSメイトW1-C：60,300円、

Piet S300：37,900円、

32K Piet DATA CARD：19,800円）

問い合わせ 03-3509-8541

対応機種 ウィンドウズ95

付属品 ACアダプター、ISDNケーブル、

RS-232Cケーブル

jhttp://ced.nttca.com/isdn/wta1.html

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



1K 2K 3K 4K 5K 6K

5.7K

3.1K

3.7K

3.4K

INTERNET magazine 1998/1 329

NewProductsReview

ダウンロード

FTPによるファイル転送速度（バイト／秒）
テキストファイル バイナリーファイル

Piet 300S
（PIAFS）

Piet 300S
（PIAFS＋非同期
38.4Kbps）

アップロード

5.7K

3.5K

3.5K

2.6K

1K 2K 3K 4K 5K 6K

試用レポート

h設定はいたって簡単
本体のRS-232Cポートを利用した通信は、

本体につないだパソコンから、モデム設定ファ

イルを使って簡単にインストールできた。同期

64Kbpsのアクセスポイントを設定するだけで、

一発で接続した。

h使いやすい設定ユーティリティー
設定ユーティリティーは、RS-232Cポートと

接続したパソコンからTA本体を設定するもの

だ。各子機のダイアルイン番号や、サブアドレ

スの割り当て、子機が圏外にあるときの自動転

送先の設定など、便利な機能が満載だ。自動

転送先をPHSの番号にしておけば、屋内では

子機として使い、屋外に出るとPHSになり電

話が転送されるという使い方も可能だ。これな

ら、相手にPHSの番号を教えなくても、勝手

に転送されてくるから便利だ。

また、RS-232Cの通信条件やアナログポー

トの設定なども細かく指定できる。たとえば、

アナログポートにつないだFAXを「FAX自動転

送」に設定しておくと、FAXから子機に電話が

かかってきたときにも、自動的にアナログポー

トのFAXに転送させることができる。

h PHSからはPIAFSと
非同期アクセスポイントへ
子機からデータ通信を利用する場合には32K

Piet DATA CARDを使って、子機とノートパソ

コンをつなぐ。このデータカードは、PHSの公

衆モードでも利用が可能だ。接続先は、PIAFS

か非同期38.4Kbpsのアクセスポイントになる。

後述のFTP転送テストでも明らかなように、

PIAFSではV.42bis圧縮が有効になるので、で

きることならPIAFSのアクセスポイントを利用

したほうがスピードが速くなる。設定そのもの

はモデム設定ファイルを使った簡単なものだ。

子機から親機を経由した接続で、FTPによる

ファイル転送テストを行い、PIAFSと非同期

38.4Kbpsについて測定した結果が右下のグラ

フだ。まず目につくのは、PIAFSでのV.42bis

圧縮の効果だろう。圧縮のかかりやすいテキス

トファイルで大きな伸びを見せている。一方、

非同期38.4Kbps時のバイナリーファイルのア

ップロード速度の遅さについては、本体側での

PIAFSから非同期38.4Kbpsへのプロトコル変

換処理にロスが生じているのかもしれない。転

送速度について言えば、PIAFSで使ったほうが

良さそうだ。

h用途をうまく探し出そう
INSメイトW1セットにわりに近い商品に、岩

崎通信機株式会社の「ALION」（198,000円）

がある。こちらはデジタル子機対応のISDNデ

ジタル電話機として発売されているが、そもそ

もデジタル子機からの通信機能は持っていない

し、値段もINSメイトW1セットにくらべて高

い。その点でもINSメイトW1セットは、デジ

タル子機を積極的に使いたいユーザーにとって

は待ち望まれた製品だろう。

また、子機同士の通信も可能なので、ウィン

ドウズ95などのダイアルアップサーバー機能を

利用した、簡単な無線ネットワークとして使う

こともできるだろう。

INSメイトW1セットは、「デジタルコードレ

ス電話専用交換機」として使うというコンセプ

トと、「ワイヤレスデータ通信TA」というコン

セプトを合体させたものだ。それだけに、この

機能を十分理解してうまい使い方を考えて欲し

い。漠然とTAとして使うならば他の機種を選

ぶこともできるし、ケーブルで配線するネット

ワークならダイアルアップルーターという選択肢

もある。子機と本体に接続されたパソコンとの

通信は、「INSメイトW2セット」（126,000円）

ならできるようになる。やはりINSメイトW1セ

ットは、子機を使った通信をどう活用できるか

がカギになるだろう。

（梅垣まさひろ）

※テストはリムネット東京第三ドメインのユーザホストを
利用し、Libretto30（メモリー20Mバイト）を使用し
た。FTPコマンドで、テキストファイル（500Kバイト）、
バイナリーファイル（500Kバイト）の2つのファイルを
それぞれ5回転送し、その平均を取った。転送に使用し
たファイルは、LHAで圧縮するとそれぞれ、42.1％、
98.5％に圧縮されるファイルだ。バイナリーファイルは
ほとんど圧縮効果がないことが分かる。

DSU

Piet S300

64Kbps

 64Kbps 
（ISDN） 

PIAFSもしくは38.4Kbpsまでの非同期 

INSメイトW1-C
インターネット 

32K Piet DATA CARD

32K
bpsワ

イヤレ
スデー

タ通信
（PI

AFS
) 

 

アクセスポイント（PIAFS、非同期） 

アクセスポイント（同期） 

ISDN

NTT

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

Piet 300S
（PIAFS）

Piet 300S
（PIAFS＋非同期
38.4Kbps）

接続図

＊子機からのインターネットへの接続は
PIAFAもしくは32.4Kbpsまでの非同
期となる。子機と、本体に接続された
パソコンとではデータ通信ができない。
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次期標準インターフェイス
USBポートを搭載
来年に発売される予定の「ウィンドウズ98」

のプラットフォームであるPC98規格では、モデ

ムやキーボードなどのインターフェイスがUSB

（Universal Serial Bus）に統一される方向で進

んでおり、最近発売されたパソコンにはUSBを

搭載するケースが増えている。USBを使うと、

シリアルポートでDTE速度の上限が115.2Kbps

になってしまう問題をクリアーでき、128Kbps

の通信にも高速シリアルボードを用意する必要

がなくなる。今のところ、USBを搭載したTAは

このAterm IT65シリーズだけであり、ウィンド

ウズ98での通信環境を先取りしたスペックは嬉

しい。なお、最新のウィンドウズ95 OSR2でも

USBには対応しており、Aterm IT65シリーズも

利用できる。OSR2での動作確認済みパソコン

リストが NECのホームページ（http://www1.

meshnet.or.jp/aterm/topics/it65usb_pc.

html）に掲載されている。ただし、他のUSB機

器をAterm IT65と一緒につなぐとウィンドウズ

95がハングアップしてしまうことがあるなど、や

はりまだUSBは完全ではないようだ。現時点で

はRS-232Cで接続した使用が中心になるだろ

う。ただ、将来性を考えるとUSBポートが搭載

されていることで得られる安心感は強い。

視認性のよいLCDディスプレイ
Aterm IT65 Proから採用されたLCDディスプ

レイは、バックライトがあるので視認性も高く、

接続状況の確認がしやすい。Aterm IT55では、

BOD機能を使って2B接続したときには「ピピ

ッ」と音が出るだけだった。Aterm IT65のディ

スプレイのLCD には、接続の速度やチャンネル

だけでなく、通信料金、アナログポートに接続

された電話機の状態や設定などが表示される。

もちろん、ISDNの電話番号通知を利用して、

相手の電話番号を表示することも可能だ。また、

Aterm IT65 Proの発売から

4か月あまり。主な機能はその

ままにProの文字を外し、S/T

端子やUSBケーブルをオプシ

ョンにして価格が安くなった

Aterm IT65シリーズが発売さ

れた。これから初めてTAを買

う人や、USBを当面使うことの

ないユーザーには、使わないケ

ーブル類が削られて求めやすく

なった。DSU内蔵モデルが47,

800円に、DSUなしが34,800

円へと、どちらもIT65Proにく

らべて15％程度安くなった。

Aterm IT65には、他のTA

では決してマネできない優れた

機能が満載だ。

新たにPIAFSに対応
Aterm IT65は、PHSでの

32Kbpsデータ通信規格であ

るPIAFSとOCNエコノミーに

新たに対応した（A t e r m

IT65Pro では、ファームウェア

のバージョンで対応）。これで、

同期64Kbps、128Kbps、非

同期57.6Kbpsと併せ、TAとして対応

できるすべての接続形態に対応したことになる。

もちろん、データの流量の変化や電話などの利

用に対応してISDNのチャンネル数を切り換える

BOD（バンド・オン・デマンド）機能は用意さ

れている。また、新たに対応したUSBでの接続

では、パソコンの画面から簡単に64Kbpsと

128Kbpsが切り替えられるようになった。

こうして見ると、パソコン通信からインターネ

ット、そしてウィンドウズNTでのRAS接続サ

ーバー用と、どのようなシーンにも対応できる万

能TAと言えるだろう。

PIAFSとOCNに正式対応
TAを経由した内線や通信にも対応予定
USBポートは将来の使用を見込んで

PIAFSとOCNに対応し、独自機能も充実したTA

Aterm IT65 DSU
Check!

視認性がよく、接続状態の確認がしやすいLCDディスプ
レイを搭載。

NewProductsReview

発売元 日本電気株式会社

価格 47,800円（DSUなしは34,800円）

問い合わせ 0120-498-563

付属品 ISDNケーブル、RS-232Cケーブル、

D-SUB9ピン変換コネクター、

Mac変換ケーブル、縦置きスタンド

j http://www1.meshnet.or.jp/aterm/
product/it65/it65.htm
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3つあるアナログポートの2ポート（A、B）はナ

ンバーディスプレイに対応したもので、電話番号

表示機能を持つ電話機を接続すれば、その電話

機でも相手の電話番号を表示できるようになる。

便利なUUIメール＆UUIメールサーバー
Aterm IT65には、便利なUUIメール機能が搭

載された。UUIメールサーバー機能では、着信

したメールの先頭100バイト（全角なら50文字）

を他のAtermシリーズに自動転送したり、メー

ルの着信を知らせたりする機能が利用できる。メ

ッセージの確認や送信などは付属ソフトの「UUI

メール」で行う。この機能を使うと、本社に届

いたメールを遠隔地の営業所で確認するといっ

た便利な使い方ができる。

ISDNの「ユーザー間情報通知サービス」を使

い、100文字までなら1回0.4円で送信できる

UUIメール機能は、親しい友人との連絡手段と

しても面白いだろう。Aterm IT65では、このUUI

メール機能を、まるでポケットベルのように電話

機のプッシュボタンでも利用できるようになった。

高機能S点ユニットでさらに多機能
12月下旬発売予定の「高機能S点ユニット

（PC-IT/UX1）」は、S/T端子につながっている

のが他社のTAでも、TAを経由して内線通話や

3者通話などが実現できるものだ。これは、

Aterm IT65につながっているアナログ電話機か

ら、S/T端子で接続されている他のTAのアナロ

グポートに接続された電話機へ内線通話ができ

る機能だ。これで、「TAのアナログポートの数＝

内線通話できる電話機の数」という制限がなく

なったことになる。さらにすごいのは、S/T端子

で接続されたTA同士で64Kbpsのデータ通信が

可能になるということだ。S/T端子を利用した

簡易LANのような使い方ができるようになる。

なお、これらは98年3月に予定されているバ

ージョンアップで加わる機能なので、一部内容

が変わる可能性もあるが、これまでのTAにはな

かった機能だけに楽しみだ。

試用レポート

h面倒な設定の必要がない
「らくらくウィザード」
ドライバーのインストール作業は、すべて「ら

くらくウィザード」が面倒をみてくれる。アナロ

グポートの設定から、ダイアルイン番号、モデ

ム設定ファイルのインストール、インターネット

設定と、ほとんどの作業を自動処理してくれる、

文字どおりの「らくらく」さだ。特に、面倒な

モデムの設定を完全オートで処理してくれるの

で、これなら初心者でも簡単に設定できるだろ

う。より細かな設定がしたい場合には、これま

でのAterm ITシリーズ同様「らくらくユーティ

リティ」を使おう。こちらもGUIに変更が見ら

れるが、これまでどおり詳細な設定が可能だ。

h FTPによるファイル転送テスト
FTPによるファイル転送テストを行った。テ

スト環境は右下にあるグラフの注を見てもらい

たい。参考までに、Aterm IT55のテスト結果も

添えた。Aterm IT65では、128Kbpsでの結果

がAterm IT55にくらべてかなり良くなっている。

Aterm IT55では、ファイルのアップロード時に

TA内の処理が負荷となって、スピードが出ない

という問題を抱えていた。この問題はかなり解

消され、アップロードとダウンロードの差が縮ま

っているのが分かるだろう。

Aterm IT65は、機能の充実だけでなく、TA

の基本的な性能であるデータ転送においても、し

っかりと進歩を遂げていることが分かる。なお、

高速通信ボードは株式会社アイ・オー・データ

機器の「RSA-DVII/S」を使って測定した。

h完成度が高いオススメTA
これまでに発売されてきたTAの問題点を解決

しながら、そこに新たな機能を加えることで、

Aterm IT65は非常に充実した製品に仕上がって

いる。

USBポートの搭載や、S/T端子の充実した機

能は、あとで「あれがしたい」「これがしたい」

と欲が出てきたときも、そのニーズにちゃんと応

えてくれるはずだ。また、高機能ながら初心者

に優しい点も見逃せない。 （梅垣まさひろ）

FTPによるファイル転送速度（バイト／秒） テキストファイル バイナリーファイル

7.0K
6.8K

8.9K
8.7K

14.1K
14.1K

6.2K
6.1K

11.0K
10.9K

13.1K
13.3K

NewProductsReview

※テストには、リムネット東京第三ドメインのユーザーホストを使用した。ペンティアムPro（180MHz）、メモリー64M
バイトのウィンドウズ95マシンを使用し、ウィンドウズのFTPコマンドでファイル転送を行った。テキストファイル
（500Kバイト）とバイナリーファイル（500Kバイト）の2つのファイルをそれぞれ5回転送し、その平均値を採った。転
送したファイルは、LHAで圧縮するとそれぞれ42.1％と98.5％に圧縮されるファイルだ。バイナリーファイルはほとんど
圧縮効果がないことが分かる。

2チャンネル使用したマルチリンク（MP）やBOD機能
の設定画面。スループットBODのチャンネル追加につい
て任意の数値設定が簡単にできる。

背面。右上から停電スイッチ、アナログポート3つ、
USBポート、RS-232Cポート、電源スイッチ。左は
ISDNポートと極性反転スイッチ。

64Kbps 

128Kbps（DTE速
度115.2Kbps）

128Kbps（DTE速
度230.4Kbps）

64Kbps 

128Kbps（DTE速
度115.2Kbps）

128Kbps（DTE速
度230.4Kbps）

Aterm IT65（Ver2.02）
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Aterm IT55（Ver3.02）

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
　
　
　
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

15K10K5K

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



332 INTERNET magazine 1998/1

32～96mmの3倍AFズーム搭載
高精細低温ポリシリコン液晶を採用
独自のリチウムイオンバッテリー

色がキレイな3倍AFズーム搭載デジカメ

DS-30
Check!

フジDS-30 は、

ベストセラーのDS-

20を3倍AF（オー

トフォーカス）ズー

ム化したモデルで、

液晶モニターには高

精細な2インチ低温

ポリシリコン液晶が

採用されている。

1/4インチサイズの

CCDや専用リチウムイオンバッテリーを使

うことで、AFズーム機としては筐体がコンパク

トにまとめられているのが特徴だ。

ワイドに強い3倍AFズームを搭載
DS-30のズームレンズは32～96mm相当と、

DS-20よりもワイドに強くなったので、建築物

や引きのない室内での撮影に有利。また、ピン

ト合わせもAFになり、望遠撮影でもキチッとピ

ントが合うのは魅力だ。

なお、小型化と動作時間確保のために、電源

は汎用の乾電池ではなく専用リチウムイオンバッ

テリーに変わった。ACアダプターも標準で付属

し、DS-30本体内で7時間かけて充電ができる。

別売のバッテリーチャージャーなら2時間半の急

速充電が可能だ。また、緊急用に単3乾電池

を4本使う乾電池アダプターも用意されている。

試用レポート

hやっぱり便利なズーム機能
DS-30の基本的な機能や操作性はDS-20と

ほとんど同じだが、絞りは手動から自動切り換

えに、ピント合わせもAFになったので、シャッ

ターボタンを押すだけのカンタン操作だ。ただ、

AFになったことで、シャッターボタンを押して

から実際にシャッターが切れるまでのタイムラグ

は大きくなった。

CCDは1/4インチサイズに小型化したが、従

来のCLIP-ITシリーズ同様、色や階調再現は非

常にキレイで美しい。液晶モニターが、1.8型

MIM液晶から2インチ低温ポリシリコン液晶に

グレードアップしたこともあって、一層キレイ

に見える。ただし、相変わらず見た目のシャー

プさはイマイチで、輪郭がブレたように不鮮明

になってしまう。特に、赤系の被写体は縦縞が

出たり、輪郭がギザギザになったりしてしまう

ので、せっかくの色や階調の良さも台なしだ。

もっとも、3倍ズームで被写体をアップで写

せるので、被写体を画面いっぱいに写すように

すれば輪郭の甘さもそれほど気にならない。そ

れに、遠近感が誇張されないので被写体がデフ

ォルメされて写ることも少ない。そういう意味

では、DS-20よりも写りは良くなり、いろいろ

な被写体も写しやすくなった。やっぱり、ズー

ムがあると便利だ。 （伊達淳一）

望遠で撮ると背景をスッキリ整理できるので、狙った被
写体を浮かび上がらせることができる。

ガラス越しの撮影。広角だとどうしても映り込みが気に
なるが、望遠なら角度によってはキレイに撮れる。

このカットはテレ（望遠）側で撮影。最短撮影距離はズー
ム全域で20cm。マクロストロボモードも追加されている。

記録メディアはスマートメディアで、5Vと3.3Vの両対応。

NewProductsReview

3倍ズーム搭載で、DS-20よりもちょっと
太めになった。

発売元 富士写真フイルム株式会社

価格 79,800円

問い合わせ 03-3406-2971

付属品 スマートメディア（2M）、専用充電式

リチウム電池、ACアダプター

オプション パソコン接続キット

（Win、Mac版各6,500円）、

バッテリーチャージャー（6,800円）、

乾電池ケース（4,000円）

j http://www.fujifilm.co.jp/news_r/nrj285.html

レンズ 32～96mm相当

CCD 1/4インチ35万正方画素
プログレッシブスキャンCCD
（原色フィルター）

記録メディア スマートメディア
（3.3V/5V両対応）

最多記録枚数 30枚（2M）

サイズ、重量 132×68×51mm、290g
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NewProductsReview

メガピクセルで81,000円
29～58mmの2倍ワイドズーム
ピントが固定なので遠景は甘い

発売元 日本コダック株式会社

価格 81,000円

問い合わせ 03-5488-2390

付属品 CFカード（4M）、単3アルカリ電池4本、

AV接続ケーブル

オプション パソコン接続キット

（Win版、Mac版各14,800円）、

ACアダプター（4,500円）、

専用カメラバック（1,500円）

j http://www.kodak.co.jp/DAI/9d3700f1.shtml

色階調の美しさとワイドズームが魅力

DC210 Zoom
Check!

NewProductsReview

コダックから1/3インチ109万画素CCD搭載

のDC210ズームが発売された。価格は81,000

円と、メガピクセル機としては破格の価格設定

で、誰もが使いやすいコンパクトカメラタイプ

のデジタルカメラだ。

通常は光学ファインダーを使って
DC210ズームには、29～58mm相当の2倍

ワイドズームが採用されている。ワイド側に強

いので、狭い室内や建築物の撮影には威力を発

揮する。ただし、ピントは固定で50cmから無

限遠までのパンフォーカス。マクロポジション

に切り換えると20cmの近接撮影ができる。

背面には1.8型TFT液晶モニターが搭載され

ていて、マクロポジションにすると自動的に液

晶モニターがONになる。ただし、プレビューは

カクカクとぎこちないし、シャッターのタイムラ

グも大きくなるので、通常は光学ファインダー

で撮影したほうが快適だ。

記録メディアはコンパクトフラッシュ（CF）

で、従来機種のようにコダック独自のKDCフ

ォーマットではなく、JPEG/Exif あるいは

FlashPixで記録される。

試用レポート

h写真のように味のある色階調再現
DC210ズームのレンズは中心部で200本/mm

という超高解像力を誇るものの、いかんせんピ

ント固定のパンフォーカスなので、遠景の描写

はかなり甘い。メガピクセルということで、既

存の81万画素クラスよりも高精細な描写が期

待できると思っている人も多いだろうが、少な

くともパッと見た目のシャープさは81万画素ク

ラスのほうが上だ。

ただし、画質というのはシャープさだけ

で決まるものではない。DC210ズーム

の魅力は、コダックならではの色と階調

だ。特にこのDC210ズームは、これま

でのコダックのデジカメよりも日本人好

みの味付けになっており、青空は吸い

込まれるように青く、木々の緑はみず

みずしく再現される。また、従来の機

種で見られた肌色の赤みがやや強過ぎ

るクセも改善されている。

レンズ 29～58mm相当

CCD 1/3インチ109万正方画素
プログレッシブスキャン
CCD（原色フィルター）

記録メディア CF

最多記録枚数 62枚（4M）

サイズ、重さ 131×82×48mm、320g
夜明けのレインボーブリッジ。実際よりも赤みが軽減しているが、
これはこれで写真的に美しい。

最短撮影距離は20cm。ただしマクロモードで
はズームがきかない。

ワールドワイドモデルのため、操作部や
画面表示はすべて英語。

従来のコダックとは
ひと味違うユニークなデザインだ。

ピント固定のパンフォーカスのため、カリカリのシャープさはな
いが、色と階調が非常に美しい。

画像の記録時間は約7～8秒で、あまり速く

はないが、記録を途中でキャンセルできる機能

がある。目をつぶってしまったなど明らかに失

敗と分かるときには、すぐに記録をキャンセル

して再撮影できるので便利だ。 （伊達淳一）
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発売元 株式会社アスキーサムシンググッド

価格 10,000円

問い合わせ 03-5436-7850

対応機種 メモリー16Mバイト以上を搭載した

ウィンドウズ95/NT4.0マシン。

j http://www.asg.co.jp/emily/index.html

CD-ROM B収録先

Win→Emily

ユーザーごとの複数アカウント設定可能
階層化されて整理しやすいアドレス帳
ポケベルへのメッセージ送信機能

添付ファイルの圧縮機能を持つメールソフト

E-mily
Check!

「E-mily」（エミリー）は、アスキーサムシン

ググッドから発売された電子メールソフトだ。エ

ミリーで採用されているエクスプローラ風のイン

ターフェイスは、最近のメールソフトの主流に

なりつつあるようだ。エミリーはフォルダー一覧

を非表示にしていても、ツールバーをクリック

すればプルダウンメニューのようにフォルダー一

覧を表示させられるので、画面が小さなノート

パソコンなどでも使いやすい。

階層化されたアドレス帳
エミリーは、各ユーザーがそれぞれ複数のア

カウントを管理することができる。ユーザー情

報やメール情報はパスワードで保護される。

アドレス帳も階層構造になっているので、仕

事用とプライベート用、部署やグループごとな

どに分類することで、自由度の高い利用ができ

る。また、Eudoraのメッセージファイルは、そ

のままインポートして読み込むことができる。

ポケベル送信機能
エミリーならではの機能として、NTTドコモ

のポケットベル「インフォネクスト」シリーズに

メッセージを送信する機能がある。アドレス帳

にポケベル番号を登録しておくだけで、最大

100文字までのメッセージが送信できる。誰も

が使う機能とは思わないが、ポケットベル相手

にメッセージを出す機会が多い人には便利な機

能だ。

試用レポート

hメッセージはタブで
表示の切り替え
エミリーのプレビューウィンドウには、通常は

メール「本文」、「ヘッダー」、「アドレス」のタ

ブがあり、このタブの操作だけで簡単に情報を

見ることができる。メッセージにファイルが添付

されている場合には、「画像」や「HTML」、

「圧縮ファイル」などといったタブが作られる。

「アドレス」タブには差出人（From）と宛先

（To）が表示され、このアドレスを選択して

「アドレス帳に追加」ボタンをクリックすれば、

ワンタッチでアドレス帳に追加できる。アドレ

スの追加が、メニューなどを操作することなく、

これだけの操作で行えるのは、実際に使ってみ

ると実に快適に感じる。

HTMLメールを受信した場合は、ActiveXコ

ンポーネントによってHTMLが展開表示され、

インターネットエクスプローラと同等の表現が

できる。ただし、インターネットエクスプローラ

3.02以上をインストールしてある必要がある。

h添付ファイルの圧縮は
初心者に親切な機能
メール作成画面の「添付」ボタンから「絵を

描く」を選択すると、ビットマップ（.bmp）

形式のファイルに関連付けられたアプリケーシ

ョン（ウィンドウズ95の標準では「ペイント」）

が起動する。「絵を描く」を選択した時点で添

付ファイルが作成されるので、イラストを書き

終えたときは「上書き保存」すればいい。

また、添付ファイルを送信時に自動圧縮

（.zip形式）する機能もあるので、圧縮のしか

たが分からない初心者でも、簡単にファイルを

圧縮することができる。画像編集機能などに独

自のアプリケーションがほしかった気もするが、

普段使っているソフトが使えることで、画像の

編集効率が上がると考えるユーザーも多いのか

もしれない。なお、付録CD-ROMには体験版

を収録しているので、気になる人はぜひ使って

みてほしい。テスト中は、サーバーにメッセー

ジを残す設定にするのを忘れずに。

（編集部）

NewProductsReview

プレビューウィンドウの上のタ
ブをクリックすれば、それぞれ
の情報を見ることができる。ア
ドレス帳への取り込みや画像を
表示することも可能だ。

+CD-ROM+CD-ROM
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日本アイ・ビー・エムが「メールの王様」を

発表した。写真や絵を自由にレイアウトした絵

ハガキ感覚の電子メールが簡単に作成できる機

能は、この時期「クリスマスカードや年賀状を

電子メールで」と考えている人にもいいだろう。

もちろん、マルチアカウントやクリッカブルURL、

スレッド表示といった定番の機能はサポートし

ている。メッセージに半角カナは入力できず、

自動的に全角に変換される。

使いやすいインターフェイス
「メールの王様」のインターフェイスは、

「Becky!」や「Outlook Express」同様、エ

クスプローラ風に画面左側にフォルダー構造、

右上にメール一覧、右下にプレビュー画面とな

っている。フォルダーの確認からフォルダー内に

あるメールの一覧、そしてそのメッセージの内容

についてが、このメイン画面だけで確認できる。

「メールの王様」は、「Eudora Pro」と「Net-

scape Mail」からのメールとアドレス帳のイン

ポートをサポートしており、アドレス帳はCSV

形式のテキストファイルのインポートも可能。

ダイアルアップに便利な機能
ダイアルアップ向けの便利な機能も「メール

の王様」には用意されている。設定した時刻に

なるとダイアルアップしてメッセージを送受信す

るスケジューリング機能や、メールのヘッダー

情報をチェックしてサーバーにあるメッセージの

受信や削除もできる。ダウンロードするメール

サイズの上限も設定できるので、サイズが大き

いメールはダウンロードしなくて済む。

試用レポート

h豊富なテンプレートで
「絵ハガキ」メールを作る

「メールの王様」には、

画像入りメッセージ作成

用に豊富なテンプレート

が用意されている。年賀

状やクリスマスカード、

暑中見舞い、結婚祝い

など、一年中いつでも使

える素材でいっぱいだ。

TWAINに対応したデジ

タルカメラから直接画像

を読み込むこともできる。

画像を貼り付けたり、

文字を入力したりといっ

た作業が1つずつ保存さ

れるので、あとで気になる部分だけ訂正できる。

作業の順序を入れ替えることもできるので、あ

とから、最後に描いたイラスト部を残して最初

に描いた背景を訂正するといったことも可能だ。

作業を終了した時点で、作成したデータは1枚

のJPEGファイルとして保存され、送信時には

添付ファイルとして扱われる。

h必要なメッセージを抽出
最近発表されるメールソフトには、電子メー

ルの整理や管理の機能に注力したものが多く見

られるが、この「メールの王様」もメールの分

類や整理の機能には工夫が見られる。通常のメ

ールソフトと同様にフォルダーでの整理はもち

ろん、すべてのフォルダーを対象として、メー

ルを送信者別に表示させることもできる。また、

ヘッダー情報や添付ファイルの有無などの条件

で検索した結果を、受信画面で表示できる。フ

ォルダーをまたがった検索ができるのも嬉しい。

操作も簡単で、画面の左部分（通常はフォル

ダーが表示されている）のタブをクリックする

だけでメールの抽出法を選択できる。メールを

大量に管理している人にとって、必要なメッセ

イメージテンプレートが豊富
検索機能の操作性に優れる
半角カナを入力時に全角へと変換

豊富な画像テンプレートでイラスト付きのメールを作成

メールの王様
Check!

発売元 日本アイ・ビー・エム株式会社

価格 9,800円

問い合わせ 0120-550-132

対応機種 DX4（100MHz）以上のCPUを搭載

するウィンドウズ95/NT4.0マシン。

10Mバイト以上のハードディスク

空き容量。

j http://www.ibm.co.jp/software/
internet/kingmail/

CD-ROM B収録先

Trial→Win→Kingmail

ージが簡単な操作で抽出できるこれらの機能は、

とても重宝するだろう。

ただ、送信者別にメールを分類した際に、ア

ドレス帳に「登録済み」と「未登録」で区別

されるのはいいが、未登録のアドレスをここか

ら右クリックなどの操作でアドレス帳に登録で

きる機能が欲しかった。

hビジネスでもアフター5でも
「メールの王様」はビジネスでもプライベート

でも十分に使える機能を備えたメールソフトだ。

イメージファイルの作成は本当に簡単で楽しい

ので、興味がある方は本誌付録のCD-ROMに

収録の体験版を使ってみてほしい。

余談だが、メールソフトをテストする際には

「サーバーにメールのコピーを残す」設定にして

おこう。そうすれば、これまでのメール環境を

維持しながら新しいソフトをテストすることがで

きる。なお、今回のレポートは製品発売前のβ

版で行ったことを付け加えておく。（編集部）

NewProductsReview

豊富なテンプレートを組み合わせるだけで、この
ようなクリスマスカードが作成できた。作業手順
がイラストの左下に保存されている。

+CD-ROM+CD-ROM

メイン画面。「ビットマップイメージ」
とあるが、画像ファイルの形式はBMP
ではなくJPEGだ。フォルダーリスト
の上のタブで検索などの操作を行う。
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バージョンアップ情報が自動的に分かる
ソフトのインストールが一括してできる
サポートソフトの一覧が欲しい

ソフトのバージョンをインターネットで自動更新

Oil Change
Check!

336 INTERNET magazine 1998/1

「Oil Change」はインターネットを使ったソ

フトウェアの自動アップデートソフト。アプリ

ケーションやドライバーの最新バージョンをイン

ターネットから探し、アップデート版を簡単に

入手することができる。価格には1年間のサー

ビス利用料が含まれる。

バージョン情報をあまり意識しない人に
企業内ならば、システムの管理部署がアプリ

ケーションソフトのアップデート情報をエンドユ

ーザーに告知してくれることもあるだろうが、個

人ユーザーに対してソフトメーカーが小さな変

更をいちいち連絡することはそう多くない。大

きな機能改良が伴うアップデートでは、ユーザ

ーからアップデート費用が徴収できるため、積

極的に広報活動を行っているが、マイナーチェ

ンジやバグ修正に対するアップデートは無償提

供であることが多く、メーカーのホームページ

での告知や雑誌などの記事で知るしかないのが

現状だ。そのため、いつの間にかアプリケーシ

発売元 サイバ・メディア株式会社

価格 7,800円

問い合わせ 03-3486-9191

対応機種 486SX以上のCPUを搭載する

ウィンドウズ95（日本語版）マシン。

8Mバイト以上のメモリーを内蔵し、

ハードディスクの空き容量が

6Mバイト以上（動作時）。

インターネットに接続できる環境。

jhttp://www.cybermedia.co.jp/products/
oilchange/ochome.html

ョンやドライバーのバージョンが古くなっている

ことがよくある。この「Oil Change」を使う

と、専用サーバーが常時把握しているアプリケ

ーションやドライバーなどのソフトの最新のバー

ジョンを、購入者のパソコン内にあるアプリケ

ーションやドライバーのバージョンと比較して、

バージョンアップが可能なソフトのアップデート

情報を自動的に配信してくれる。

試用レポート

hバージョンアップ情報を
発売元のサーバーがチェックする
「Oil Change」を動作させると、まずインタ

ーネット経由でサイバ・メディア社（発売元）

のCyber Media Active Helpサーバーにアクセ

スする。その際にオンライン登録されたユーザ

ーかどうかをチェックし、パソコンのハードディ

スクのスキャンの後、ソフトのバージョンを確認

する。

サーバーで管理される最新ソフトのバージョ

ンよりパソコン側のバージョンが古い場合は、最

新版のダウンロードやインストールができる。各

ソフトは、1世代前のバージョンまでは保存さ

れているため、必要があれば最新版から元のバ

ージョンへ復旧することもできる。復旧はソフ

トごとにできるため、複数のアプリケーション

が自動更新されても、それぞれ個別に元のバー

ジョンへと戻せる。

操作は簡単で、スタートボタンをクリックす

るだけで、サーバーへの接続、ソフトウェアバ

ージョンのチェックを行って、更新されたソフ

トがリスト表示される。項目を選ぶと、そのバ

ージョンの情報が表示され、どのアプリケーシ

ョンが変更されたかが分かる。内容を確認し、

更新すべきソフトがあれば、選択後に「インス

トール」をクリックする。ダウンロードするだけ

ならば「取得」をクリックする。通話料金の安

い深夜にダウンロードさせておくこともできる。

hサポートソフトは公表してほしい
「Oil Change」でサポートするソフトは随時

更新されるため公表されておらず、持っている

ソフトがサポート対象なのかサポート外なのかが

分からない。更新されていないと思っていたら、

単にサポート外だったとなると使えない。せめ

て自分のパソコンのハードディスクでチェックし

たソフトを、サーバーがサポートしているか否か

の情報は表示してほしい。

このようなソフトのアップデートに限定したプ

ッシュ技術は、環境（サポートソフトウェア数）

が充実すれば、利用者が情報を求めて歩く手間

を省いてくれる。組織内のエンドユーザーに各

ソフトのアップデート情報を知らせる管理者は、

まず使ってみることをすすめる。

（菊地宏明）

NewProductsReview

コンピュータのハードディスクをチェックして、アプリケーションやドライバーの一覧を表示。
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